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平素から本市廃棄物行政に多大なご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
これは、リサイクル推進員の方へ向けての情報紙です。普段の活動の参考にしていただければ
幸いです。

第５号

ご存じですか？東広島市のごみ事情

皆様のご協力により、令和元年度以降、市民一人１日あたりのごみ排出量は減少傾向です。
平成30年度から令和４年度にかけて、６５ｇ減少しています。
資源化率については、令和３年１０月に供用開始した広島中央エコパークの資源化推進に

より、令和３年度からの２年間で大幅に向上しています。
引き続き、ごみ減量化・資源化推進活動にご協力をお願いします。

令和４年度交付金の活用方法紹介

項 目 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 目 標

市民一人
１日あたりの
ごみ排出量

９８６ｇ ９６１ｇ ９４７ｇ ９３５ｇ ９２１ｇ
８５０ｇ以下
（令和６年度）

資源化率 １０．０％ １０．０％ ９．７％ １５．５％ ２１．８％
２２．２％以上
（令和８年度）

リサイクル推進員を設置する住民自治協議会において、家庭ごみの減量化及び資源化を推進する
事業に取り組んだ場合に、交付金（１０万円上限）を交付しています。
令和４年度の実績報告の中から、活用方法を２つご紹介します。一部のご紹介となりますことを
ご容赦ください。

【西志和まちづくり住民自治協議会 様】
ごみ減量化標識を作成され、各自治会のごみステーションに
掲示されています。

【自治組織 ふれあいの里戸野 様】
エコバックを全戸に配布されました。

ごみ減量化標識

裏面にも活用方法例が続きます。



本

≪募集≫
情報紙に掲載させていただける各
住民自治協議会の活動を募集します。
他の地域の参考となるような活動
や地域独自のユニークな活動の報告
をお待ちしています。

交付金（ごみ減量化・資源化推進事業）の活用方法

リサイクル推進員の皆さんに取り組んでいただく、

交付金を活用した活動の例を紹介します。

○啓発チラシ作成及び配付にかかる各種費用

○地区内での講演会の開催

○分別等勉強会の開催

○資源回収ボックスやごみステーションに掲示する看板作成

○地区内での貸出用生ごみ処理容器購入

○資源回収ボックスやごみステーションの整備（新設や修繕）

○資源回収実施時の回収や分別作業

○資源回収場所の整備

○資源回収場所の維持管理

１）清掃及びリサイクルに関する情報の発信及び伝達に関すること

２）資源物及びごみの排出方法、収集日及び集積所の清潔保持の啓発
に関すること

３）集団回収その他の自主的リサイクル活動の普及啓発に関すること

４）環境負荷の少ない生活様式の普及啓発に関すること

○清掃啓発に係る美化活動

いずれの活動も、活動を通じて、
ごみの減量化・資源化の普及と
推進につながるものが対象です。

【お知らせ】令和６年度はワークショップの開催を計画中です

新型コロナウイルス感染症の影響で、令和２年度から長らく開催できていない状況でしたが、
令和６年度にはワークショップの開催を計画しております。
各地区の意見交換を行い、還元できるような内容にしたいと考えております。開催にあたって
は、別途お知らせいたしますので、よろしくお願いいたします。


